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メッセージ

茨城県北部で唯一の乳癌学会認定施設、内分泌外科学会認定施設として、専門医を中心とし
て上記疾患の診断、治療を行っています。

乳腺疾患に関しては、受診当日に可能な限り画像検査、および必要に応じて針生検等まで行っ
ています。
乳房腫瘤、異常乳頭分泌などの自覚症状のある方、乳がん検診にて要精密検査となった方、ＣＴ
などの画像検査で乳房内病変が疑われる方などが対象となりますので、ご紹介をお待ちしており
ます。
なお、自覚症状のない乳がん検診目的の方は、住民検診や人間ドックなどの受診を勧めていた
だきますようお願いいたします。

甲状腺、副甲状腺疾患に関しても手術が必要な疾患に積極的に対応しております。
自覚的な甲状腺腫瘤、ＣＴなどの画像検査で甲状腺病変が疑われる方のご紹介をお待ちしてお
ります。
なお、甲状腺機能低下症、亢進症に関しましては、代謝内分泌内科へのご紹介をお願いいたしま
す。

乳がん治療は近年、手術だけでなく放射線治療、薬物療法（ホルモン剤、抗癌剤、分子標的薬）

などを病期やサブタイプ（癌の性質）に加え、年齢や併存疾患などを加味した複雑かつ、息の長い

ものとなっています。

地域の先生方と協力して乳癌患者のＱＯＬ維持をめざしていけますと幸いです。
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診療実績

外来 ： 2021年の外来患者数は11,687名（一日平均46名)、外来初診患者数は546名

（月平均45.5名）でした。

乳がんに対する外来化学療法(抗がん剤治療)は年間1,388件でした。

入院 ： 2021年の入院手術総数は300件でした。

■過去6年間の主な手術実績

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

乳がん 174 190 197 213 231 216

うち乳房温存 113 113 126 125 133 112

うち乳房切除 61 77 71 88 98 101

うち同時再建 12 15 13 8 8 13

乳房良性腫瘍 23 16 14 18 13 22

甲状腺がん 15 16 21 19 29 26

バセドウ病 2 4 5 4 6 2

副甲状腺機能亢進症 10 16 5 6 4 12


